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 秋

の
足
音
が
感
じ
ら
れ
る

１０

月
２
日

（
日
）
第
５
回
乙
金
東
区
運
動
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

今
年
の
会
場
は
、
大
野
東
中
学
校
体
育

館
の
改
修
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、

大
野
東
小
学
校
で
行
な
い
ま
し
た
。 

今
年
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
体
育
部
を
中

心
に
文
化
部
の
皆
さ
ん
と
検
討
し
て
い
だ

き
ま
し
た
。
「
も
う
少
し
お
年
寄
り
が
参

加
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
」
と
の
意

見
が
あ
り
、
今
年
は
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
つ
り

合
戦
の
出
場
者
を
増
や
し
た
り
、
一
部
競

技
内
容
を
見
直
し
ま
し
た
。 

 

競
技
は
ま
ず
全
員
で
体
を
ほ
ぐ
す
ラ
ジ

オ
体
操
か
ら
始
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
番

か
ら
１１
番
ま
で
の
種
目
で
、
ブ
ロ
ッ
ク
対

抗
種
目
で
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
選
手
が
優
勝

を
目
指
し
て
気
合
が
入
っ
て
い
た
よ
う
に

思
え
ま
し
た
。 

ナ
イ
ス
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
競
技
で

は
、
ボ
ー
ル
を
空
中
高
く
跳
ね
あ
げ
ら
れ
、

キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
走
り
回
る
コ
ン
ビ
や
ボ

ー
ル
が
低
す
ぎ
て
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
が
前
の

め
り
で
取
ろ
う
と
し
た
が
、
間
に
合
わ
な

い
コ
ン
ビ
な
ど
が
あ
り
、
大
き
な
声
援
を

受
け
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
が
印

象
に
残
り
ま
し
た
。
午
前
の
部
を
終
え
昼

食
と
な
り
、
和
や
か
な
時
間
が
流
れ
ま
し

た
。 午

後
の
部
の
最
初
は
、
「
ブ
ロ
ッ
ク
長

さ
ん
、
隣
組
長
さ
ん
、
副
隣
組
長
さ
ん
出

番
で
す
よ
」
で
し
た
。
今
回
は
初
め
て
の

競
技
で
大
、
中
、
小
３
個
の
ボ
ー
ル
を
頭

上
で
送
り
、
折
り
返
し
は
、
向
き
を
変
え

て
、
足
と
足
の
間
か
ら
ボ
ー
ル
を
順
次
送

る
競
技
で
し
た
が
、
参
加
の
皆
さ
ん
は
上

手
に
ボ
ー
ル
を
送
り
あ
っ
と
い
う
間
に
終

わ
り
ま
し
た
。 

最
後
の
競
技
開
始
の
頃
、
ご
多
忙
の
中
、

駆
け
つ
け
て
頂
い
た
井
本
大
野
城
市
長
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
市
長
も
そ
の
ま

ま
オ
ー
プ
ン
参
加
の
「
み
ん
な
で
輪
を
つ

く
ろ
う
」
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
お
馴
染

の
「
大
野
城
賛
歌
」
、
「
ま
ど
か
市
民
音

頭
」
、
「
炭
坑
節
」
を
全
員
で
会
場
い
っ

ぱ
い
輪
に
な
っ
て
楽
し
く
踊
り
ま
し
た
。 

最
後
に
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
の
成
績
発
表
が

あ
り
、
優
勝
の
３
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
準
優
勝

の
１
ブ
ロ
ッ
ク
に
、
区
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

ト
ロ
フ
ィ
ー
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
初
優
勝

の
３
ブ
ロ
ッ
ク
の
皆
さ
ん
か
ら
喜
び
の
大

歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
（
３
５
４
名
）
も
、
楽
し
い
一
日
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。 

運
動
会
の
締
め
く
く
り
は
、
公
民
館
で

の
「
親
睦
会
」
で
す
。
お
互
い
の
健
闘
を

讃
え
あ
っ
て
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。 運

動
会
の
準
備
か
ら
運
営
、
後
片
づ
け

ま
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者

の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
る
と
共
に
、

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

公
民
館
主
事 

中
澤 

      

                               

             

☆
ミ
ニ
デ
イ｢

秋
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ハ
イ
ク｣

 

９
月
２９
日
（
木
）
秋
晴
れ
の
中
、
ご
参
加
の
方
、
ス
タ
ッ
フ

合
わ
せ
て
２４
名
で
元
気
に
公
民
館
を
出
発
し
ま
し
た
。 

｢

博
多
町
家
ふ
る
さ
と
館｣

へ
予
定
よ
り
早
く
到
着
、
駐
車
場

が
櫛
田
神
社
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
神
社
の
散
策
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、｢

飾
り
山
笠｣

の
前
で
ハ
イ
チ
ー
ズ
！ 

 

｢

博
多
町
家
ふ
る
さ
と
館｣

で
は｢

山
笠｣

の
映
像
を
見
た
後
に

説
明
を
聞
き
、
福
岡
の
歴
史
や
博
多
町
民
の
暮
ら
し
の
様
子
な

ど
を
学
ぶ
事
が
で
き
ま
し
た
。
博
多
織
り
の
実
演
も
見
学
出
来
、

織
り
子
さ
ん
の
見
事
な
手
足
さ
ば
き
に
皆
さ
ん
も
感
動
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

｢

芙
蓉
別
館｣

で
美
味
し
い
昼
食
と
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
で
ひ

と
時
を
過
ご
し｢

ゆ
め
畑｣

で
お
買
い
物
し
て
無
事
に
戻
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

今
回
は
福
岡
市
内
と
近
く
で
し
た
が
、
皆
様
か
ら｢

楽
し
か
っ

た｣

、｢

美
味
し
か
っ
た｣

と
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加

さ
れ
た
皆
様
、
民
生
児
童
委
員
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

福
祉
部
会
部
長 

加
川 

恭
子 

２０１１年（平成２３年） 

第
５
回 

乙
金
東
区
運
動
会
開
催 

◎
成
績
は
左
記
の
と
お
り
で
す 

☆
優 

勝 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

６２
点 

☆
準
優
勝 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

５４
点 

☆
第
３
位 

２
ブ
ロ
ッ
ク 
５２
点 
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日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3 4 5
休館日 休館日 女性部班長会 隣組長会

（文化の日） 卓球大人 シニアクラブ月例会

文庫貸出日

6 7 8 9 10 11 12
一斉清掃 卓球大人 休館日 わかばっ子 卓球大人 卓球小人

文庫貸出日

13 14 15 16 17 18 19
卓球小人 卓球大人 休館日 刃物研ぎ 食改善会 卓球大人

大野東小ﾊﾞｻﾞｰ

花苗配布予定 文庫貸出日

20 21 22 23 24 25 26
休館日 卓球大人 休館日 休館日 卓球大人 卓球小人

東コミ文化祭 東コミ番茶の会 女性部研修 （勤労感謝の日） 幹事会

文庫貸出日

27 28 29 30
卓球小人 卓球大人 休館日
運営委員会 青パトロール 青パトロール 青パトロール

■一斉清掃＝平成２３年１１月６日雨天の場合は平成２３年１１月１３日に振替

シニアクラブ防
犯パトロール

ミニデイ「しのの
め会」

公民館　　２３年１1月行事予定

グラウンドゴルフ
同好会

☆
楽
し
く
！
学
び
（乙
金
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
） 

 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
秋
の
旅
行
を
、
十
月
二
十
二
日
か

ら
二
十
三
日
、
一
泊
二
日
の
旅
を
会
員
さ
ん
で
「
楽

し
く
、
学
び
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
時
間
が
足
り

な
い
く
ら
い
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
し
た
が
、
非
常
に

充
実
し
た
二
日
間
で
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
少
し
だ

け
皆
さ
ん
に
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

阿
蘇
内
牧
温
泉
は
、
加
藤
清
正
、
細
川
氏
御
茶
屋

等
が
あ
り
豊
後
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
。
そ

の
中
に
あ
る
『
明
行
寺
』
は
、
夏
目
漱
石
の
小
説
「
二

百
十
日
」
作
中
の
冒
頭
に
登
場
す
る
「
銀
杏
の
樹
が

あ
る
寺
」
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
説
の
中
、

「
何
所
へ
い
っ
た
ね
」
「
一
寸
町
を
歩
い
て
き
た
」

「
何
か
見
る
も
の
が
あ
る
か
い
」
「
寺
が
一
軒
あ
っ

た
」
「
そ
れ
か
ら
」
「
銀
杏
の
樹
が
一
本
門
前
に
あ

っ
た
」。 

 

西
巌
殿
寺
は
、
阿
蘇
山
の
西
の
巌
殿
の
寺
と
呼
び

こ
れ
が
寺
の
名
前
の
由
来
だ
そ
う
だ
。
天
台
宗
の
修

験
道
場
で
十
一
面
観
音
菩
薩
像
を
安
置
し
、
国
・

県
・
市
の
指
定
文
化
財
を
多
数
所
蔵
し
て
い
ま
し
た
。

約
三
十
分
ほ
ど
住
職
さ
ん
か
ら
身
近
な
話
を
分
か

り
易
く
、
説
法
を
い
た
だ
き
、
感
動
を
い
た
し
ま
し

た
。 

 

大
分
県
竹
田
市
の
「
荒
城
の
月
で
す
っ
か
り
有
名

に
な
っ
た
」
岡
城
址
を
見
学
、
入
口
で
巻
物
に
な
っ

た
案
内
栞
を
い
た
だ
く
。
図
面
も
説
明
も
わ
か
り
や

す
く
良
く
出
来
て
い
た
。 

 

岡
城
は
中
世
の
山
城
の
よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
藩
政

の
執
務
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
驚
き
で

あ
る
。
現
代
で
も
役
所
が
郊
外
に
引
越
し
た
り
、
大

学
が
山
の
中
に
建
て
ら
れ
た
り
す
る
が
、

う
る
さ
い
住
民
と
離
れ
た
と
こ
ろ
、
飲
み

屋
が
無
い
と
こ
ろ
が
仕
事
に
集
中
で
き
る
。

岡
城
も
そ
う
い
う
環
境
に
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

二
の
丸
に
滝
廉
太
郎
の
銅
像
が
あ
っ
た
。

春
高
楼
の
花
の
宴
・
・
・『
薪
能
』
が
開
催

準
備
中
に
竹
田
市
の
［
首
藤
勝
次
市
長
さ

ん
」
に
偶
然
ご
一
緒
に
な
り
記
念
撮
影
。

こ
の
城
は
桜
の
頃
に
こ
れ
れ
ば
よ
い
か
も

し
れ
な
い
。 

原
尻
の
滝
は
、
豊
後
大
野
市
緒
方
町
に

あ
り
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
と
呼
ば
れ
る
滝

が
存
在
す
る
川
が
あ
る
。
幅
百
二
十
メ
ー

ト
ル
、
高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
の
滝
は
、
緒

方
川
が
突
然
落
ち
込
ん
で
そ
の
景
観
を
作

り
だ
し
て
い
る
。
緩
や
か
に
弧
を
描
く
雰

囲
気
あ
る
滝
で
し
た
。 

 

滝
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
下
流
に
つ
り
橋

が
あ
り
滝
を
正
面
か
ら
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
つ
り
橋
か
ら
は
、
緒
方
三
宮
社
の
立

派
な
鳥
居
が
川
中
に
建
っ
て
い
る
。
不
思

議
な
景
観
で
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
滝
の
上
流
に
は
、
品
の
良
い

「
原
尻
橋
（
五
連
ア
ー
チ
橋
）」
が
あ
っ
た
。

こ
の
界
隈
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
季
節
に

は
五
十
万
本
の
花
が
見
ら
れ
る
と
聞
い
た
。 

 

帰
路
、
阿
蘇
の
山
々
に
は
、
秋
の
景
色

が
目
に
飛
び
込
ん
で
窓
越
し
に
皆
さ
ん
の

頬
を
真
赤
に
染
め
て
い
ま
し
た
。 

乙
金
東
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ 

会
長 

鹿
児
嶋 

ト
シ
子 

☆
東
コ
ミ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
れ
く
ス
ポ
祭 

去
る
１０
月
１０
日
（
月
・
祝
）
体
育
の
日

に
、
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ

ン
会
場
と
し
て
、
東
コ
ミ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ

れ
く
ス
ポ
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ
で
、
午

前
９
時
１５
分
よ
り
、
大
野
東
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
開
会
式
が
始

ま
り
ま
し
た
。 

参
加
者
は
小
学
生
か
ら
年
配
の
方
ま
で

大
勢
参
加
さ
れ
、
各
会
場
に
分
か
れ
て
区

対
抗
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
般
参
加
の

方
も
、
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
各

体
験
コ
ー
ナ
ー
で
楽
し
ま
れ
て
い
る
姿
を

見
て
、
初
め
て
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
経
験
し
、

大
変
感
動
し
ま
し
た
。 

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
も
行
な
わ
れ
、
参
加

さ
れ
た
皆
さ
ん
も
よ
い
汗
を
流
さ
れ
た
よ

う
で
す
。 

区
対
抗
戦
で
乙
金
東
区
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
（
シ
ニ
ア
の
部
）
で
優
勝
、
ペ
タ

ン
ク
（
一
般
の
部
）
で
準
優
勝
と
い
う
立

派
な
成
績
を
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

バ
ザ
ー
で
は
女
性
部
の
皆
さ
ん
に｢

う

ど
ん
コ
ー
ナ
ー｣

を
出
店
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
大
変
美
味
し
か
っ
た
で
す
。
お

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん
、
女

性
部
の
皆
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

東
コ
ミ
担
当
体
育
部
長 

金
尾 

和
洋 

       

「 

生
き
て
る
限
り
川
柳
だ
」 

 
 

最
近
、
西
日
本
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
川
柳
に
掲
載
さ
れ
た 

乙
金
東
区
在
住
の
作
家
の
句
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

◎
諌
山 

登
さ
ん
作 

 
 

※
菅
総
理
終
わ
り
花
道
二
枚
腰 

※
菅
か
ら
野
田
へ
世
は
移
る 

※
一
本
の
松
に
が
ん
ば
れ
教
え
ら
れ 

◎
新
原 

芳
幸
さ
ん
作 

 
 

※ 

阿
久
根
の
手
間
ひ
ま
掛
け
た
民
主
主
義 

 
 

※ 

大
津
波
飛
行
機
ま
で
も
ゴ
ミ
に
す
る 

 
 

※ 

九
日
ぶ
り
奇
跡
の
生
還
祖
母
と
孫 

 
 
 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 ◆

平
成
２３
年
度 

大
野
城
市
表
彰 

平
成
２３
年
１１
月
３
日
（
祝
）
に
、
次
ぎ

の
方
々
が
、
長
年
の
地
域
活
動
の
貢
献
に

対
し
て
、
大
野
城
市
長
よ
り
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 
 
 

（
敬
称
略
・
順
不
同
） 

 

 ◎
社
会
功
労
表
彰   

・
平
山 

哲
生 

 
 

（
地
域
自
治
活
動
） 

・
副
島 

ス
ミ
エ 

（
地
域
自
治
活
動
） 

・
小
西 

茂
則 

 

（
地
域
自
治
活
動
） 

・
鹿
児
嶋 

ト
シ
子
（
地
域
自
治
活
動
） 

・
津
村 

悦
男 

 

（
地
域
自
治
活
動
） 

・
中
原 

蓉
子 

 

（
地
域
自
治
活
動
） 

・
平
井 

春
美 

 

（
地
域
福
祉
活
動
） 

・
池
末 

マ
ス
ミ 

 
(

地
域
福
祉
活
動
） 

・
掘
下 

梅
代 

 

（
地
域
貸
出
文
庫
活
動
） 

 ◎
地
域
活
動
奨
励
賞   

・
福
本 

博 
 
 
 
 

（
地
域
自
治
活
動
） 

・
中
澤 

健
一 

 
 

（
地
域
自
治
活
動
） 

・
竹
下 

裕
美
子 

（
地
域
貸
出
文
庫
活
動
） 

・
鹿
児
嶋 

庸
代 

（
地
域
貸
出
文
庫
活
動
） 

 
<

ご
み
収
集
休
み> 

 
 

■
１１
月
２１
日(
月)
～
１１
月
２３
日(

水)

迄 
 

■
ビ
ン
・
缶
は
振
替
収
集
が
あ
り
ま
す 

１１
月
２２
日(

火)

→
１１
月
２５
日(

金)

に 

振
替 

首藤竹田市長を囲んで記念撮影 

（岡城址にて） 

原尻の滝 
（東洋のナイアガラと呼ばれる） 

 

女性部「うどんコーナー」出店 

行列が出来ていました 

乙
金
東
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会 

☆
１０
月
度
月
例
会
成
績
（
３
ラ
ウ
ン
ド
） 

光
ケ
丘
近
隣
公
園
に
て 

（
敬
称
略
） 

１
位 

名
古
路 

兼
貞
（
４８
） 

２
位 

篠
原 

澄
江 

（
５８
） 

３
位 

福
田 

仁 
 

（
５８
） 

４
位 

山
口 

枝
折 

（
５９
） 

５
位 

藤
井 

昇 
 

（
５９
） 

今後の主な行事予定 
 

■平成 23年 11月 6日（日） 
一斉清掃 
 

■平成 23年 11月 16日（水） 
刃物研ぎ 
 

■平成 23年 11月 18日（金） 
ミニデイ「しののめ会」 
 

■平成 23年 11月 18日（金） 
  花苗配布 16時予定 
 

■平成 23年 11月 22日（火） 
 女性部研修 

 
■平成 23年 11月 25日（金） 
  シニアクラブ防犯パトロール 

 
■平成 23年 12月 18日（日） 

餅つき大会・しめ縄作り 
 


